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新規登録受付中

JR西労組

　2022年度の第1四半期決算は、３期ぶりの黒
字決算となったが、第７波の影響もあり、今後の
ご利用状況についても未だ不透明な状況にある。
しかし、なんとしても反転攻勢し、待遇の改善を
果たしていかなければならない。
　今年度も２０２３春闘を闘ううえで重要な武器
となる賃金実態調査を、100％回収に向け、全組
合員で取り組むことを要請する！

９月分の給与明細が対象です。

第27回 ＪＲ連合・ＪＲ西労組
賃金実態調査
等の実施について
全組合員の参画で

２０２3春闘に臨もう！！

川 柳  第23回文化・文芸作品コンクール／川柳・標語部門  佳作　［ 在宅で　仕事するとき　妻上司 ］　枡田 哲也さん （総支部・新幹線鉄道事業本部分会）

組
合
員
の
た
め
の

多
く
の
成
果
を
引
き
出
し
妥
結

公共交通関係の窮状を訴える
梶原英樹議員

労働協約 ＞ 就業規則

就業規則

◆
短
日
数
勤
務
制
度
は
小
学
校

３
年
生
の
年
度
末
ま
で
の
子
を

養
育
す
る
場
合
と
な
っ
て
い
た

が
、小
学
校
６
年
生
の
年
度
末
ま

で
の
子
を
養
育
す
る
場
合
に
短

日
数
勤
務
２
日
ま
た
は
４
日
が

使
用
可
能
と
な
る
。

対
象
：
社
員
・
契
約
社
員
・
シ
ニ

ア・シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
社
員

◆
育
児
休
職
つ
い
て
、子
ど
も
が

満
１
歳
、満
２
歳
、満
３
歳
に
達

す
る
ま
で
の
各
１
年
間
で
２
回
ず

つ
取
得
可
能
と
な
る
。

対
象
：
社
員
・
シ
ニ
ア
・
シ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
社
員

◆
契
約
社
員
の
育
児
休
職
につい
て

子
ど
も
が
満
１
歳
ま
で
２
回
取
得

可
能
と
な
る
。

◆
分
べ
ん
休
暇
を
取
得
し
て
い
な

い
社
員
等
が
、出
生
日
か
出
産
予

定
日
の
早
い
日
か
ら
、出
生
日
か

出
産
予
定
日
の
遅
い
日
の
８
週
間

後
ま
で
の
間
の
最
大
28
日
間
、分

割
し
て
取
得
で
き
る
無
給
休
暇

が
新
設
と
な
る
。

対
象
：
社
員
・
契
約
社
員
・
シ
ニ

ア・シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
社
員

◆
育
児
休
職（
小
学
校
）は
こ
れ

ま
で
女
性
の
み
が
使
用
で
き
た

が
、性
別
関
係
な
く
取
得
可
能

と
な
る
。

対
象
：
社
員

◆
短
日
数・短
時
間
勤
務
適
用

者
や
休
職
者
や
、復
職
者
で
あ
っ

て
も
、上
位
職
と
な
る
資
質
や
優

秀
な
職
務
遂
行
能
力
が
あ
れ
ば

昇
職
試
験
や
進
級
試
験（
短
縮
）

の
受
験
が
可
能
と
な
る
。

対
象
：
社
員（
病
気
休
職
、刑
事

休
職
を
除
く
）

◆
不
妊
治
療（
生
殖
補
助
医
療

に
限
る
）を
受
け
る
た
め
に
１
子

に
つ
き
12
ヶ
月
ま
で
休
職
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。

対
象
：
社
員
・
契
約
社
員
・
シ
ニ

ア・シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
社
員

◆
電
気
技
術
セ
ン
タ
ー（
電
気
区

は
除
く
）に
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

が
導
入
と
な
る
。

対
象
：
社
員
・
シ
ニ
ア
・
シ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
社
員

◆
契
約
社
員
は
こ
れ
ま
で
入
社

後
1
年
間
は
通
勤
定
期
の
交
付

と
な
っ
て
い
た
が
、1
年
目
か
ら

「
所
属
支
社
線（
金
沢
支
社
エ
リ

ア・近
畿
統
括
本
部
エ
リ
ア・中
国

統
括
本
部
エ
リ
ア
）」の
職
務
乗

車
証
が
交
付
と
な
る
。

　

※
詳
細
に
つ
い
て
は
別
途
発
信
す

る「
業
務
速
報
」「
Ｊ
Ｒ
西
労
組

ニュ
ー
ス
」を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

中
央
本
部
は
、７
月
20
日
に「
総
合
労
働
協
約
改
訂
に
関
す
る
要
求（
全
74
項
目
）」を
会
社
に
提

出
し
て
以
降
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
時
限
的
と
な
っ
て
い
る
勤
務
制
度
等
の
恒
久
化
や
、健
康
づ
く
り

と
生
活
支
援
、地
上
職
の
働
き
が
い
向
上
、育
児
介
護
関
係
制
度
等
の
改
善
を
求
め
交
渉
を
重
ね
て

き
た
。９
月
２
日
に
会
社
と
の
最
終
交
渉
に
臨
み
、育
児
中
の
組
合
員
か
ら
強
い
要
望
が
あ
っ
た
短
日

数
勤
務
制
度
の「
小
３
の
壁
」を「
小
６
」ま
で
延
長
し
た
こ
と
や
、様
々
な
事
情
を
抱
え
な
が
ら
も

働
く
社
員
が
キ
ャ
リ
ア
を
継
続
し
続
け
ら
れ
る
制
度
の
新
設
な
ど
、多
く
の
成
果
を
引
き
出
し
席
上

妥
結
し
た
。妥
結
後
、上
村
中
央
執
行
委
員
長
は
会
社
に
対
し
、『
今
年
度
も
冬
季
賞
与
に
つ
い
て
然

る
べ
き
時
期
に
労
使
協
議
を
求
め
る
。誠
意
あ
る
対
応
を
さ
れ
た
い
』と
強
く
要
請
し
た
。

　

京
都
府
議
会
６
月
定
例
会

に
お
い
て
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員

団
会
議
所
属
の
梶
原
英
樹
議

員
が
所
属
す
る
府
民
ク
ラ
ブ
京

都
府
議
会
議
員
団
が
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
公
共
交
通
産
業
の

支
援
に
関
す
る
意
見
書
」※
を

提
案
し
、７
月
26
日
に
、全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
た
。

　

梶
原
議
員
は
、こ
れ
ま
で
も
、

国
内
で
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
確
認

さ
れ
て
か
ら
、「
公
共
交
通
に
影

響
が
出
る
前
に
、
対
策
と
支
援

を
検
討
し
、
国
へ
要
望
す
る
べ

き
」と
問
題
提
起
を
行

い
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
要
望

を
反
映
し
た
公
共
交

通
関
係
の
意
見
書
を
２

度
提
出
す
る
も
、他
会

派
か
ら
の
賛
同
を
得
ら

れ
ず
否
決
さ
れ
て
き

た
。

　

し
か
し
、現
役
の
Ｊ

Ｒ
西
日
本
社
員
で
あ

り
、公
共
交
通
に
携
わ

る
議
員
と
し
て
諦
め
る

こ
と
な
く
、あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
て

公
共
交
通
関
係
の

窮
状
を
訴
え
続
け

た
こ
と
に
よ
り
、今

回
、京
都
府
議
会
全
会
一

致
で
見
事
可
決
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、昨
今
の
国
外

情
勢
に
よ
り
、燃
料
価
格

が
高
騰
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、京
都
府
内
乗
合
バ
ス

事
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い

て
も
訴
え
て
き
た
。結
果
、

燃
料
価
格
高
騰
対
策
と

し
て
コ
ロ
ナ
創
生
交
付
金

１
億
５
０
０
万
円
の
緊
急

支
援
事
業
も
開
始
さ
れ
、

西
日
本
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス

も
大
き
な
支
援
を
受
け

る
こ
と
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
は
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
京

都
地
本・福
知
山
地
本
を
は
じ

め
、私
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
て

き
た
梶
原
英
樹
議
員
の
成
果
で

あ
り
、引
き
続
き
、
梶
原
議
員

と
連
携
を
深
め
、京
都
府
の
公

共
交
通
事
業
者
を
支
援
す
る

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
と
す
る
。

 

※
意
見
書
：
住
民
代
表
機

関
と
し
て
議
会
の
意
思
を

取
り
ま
と
め
た
文
書

コロナ禍における公共交通産業の支援に関する意見書の提言内容

①鉄道・バス・タクシー等は国家の重要インフラであり、民間企業や地方自治体
にだけ任せるのではなく、国から対策を講じること。また、地方の鉄道・バス・タク
シー等を将来にわたって維持するため、財源確保や支援制度の拡充を行うとと
もに、通勤、通学をはじめ生活のための移動手段を守るため、地域公共交通の
確保・維持の支援制度の拡充を図ること。
②鉄道の環境優位性に改めて注目が集まっており、脱炭素化は世界的な潮流で
あることから、2050カーボンニュートラルに向け、鉄道の利用促進を図ること。

　総合労働協約改訂交渉は、賃金改善を求める「春季生活改善闘争」
（いわゆる「春闘」）と並び、労働組合にとって二大闘争（交渉）のうちの
一つである。春闘が主に賃金面における改善を求めるのに対し、労働
協約改訂交渉は賃金以外の労働条件等（例えば、人事制度、労働時
間、各種休暇、福利厚生など）について、幅広く交渉を行うものである。
　ＪＲ西労組は、会社と「総合労働協約」を締結している。「就業規則」
が使用者の意志で決定されるのに対して、「労働協約」は労働組合が
会社と団体交渉で合意した労働条件（賃金、労働時間、福利厚生な
ど）を書面化し、双方の署名または記名押印による協定を締結すること
によって、労働者にとって「就業規則」よりも有利な労働条件をつくるこ
とができる。「労働協約」は労
働組合法によって法律に準
ずる強い効力があり、まさに
職場における憲法とも言える
ものである。
 
　「総合労働協約」とは一般
的に「包括労働協約」と言
い、大きく２つの条項に区分
される。
　ひとつは、組合活動に関する部分（時間内の組合活動や施設利用な
ど）と労働基本権（争議条項、組合員の範囲、団体交渉など）に関する
「債務的条項（会社が労働組合に対して債務を負うのでこう呼ぶ）」で
あり、もうひとつは、処遇条件を規定する労働条件に関する部分（人事
条項、賃金、休日、休暇、福利厚生など）の「規範的条項（国家の法規の
ように個 の々労働者を規律することからこう呼ぶ）」である。
　また、「労働協約」は集団的規制力を持つ点から、その効力が当該労
働組合の組合員に及ぶことは言うまでもなく、一定の要件（75％組織）
を備えれば労働組合法上、他の労働組合にも一般的拘束力が適用さ
れることとなる。
　しかしながら、「労働協約」は締結しただけでは効力を発揮しない。も
とより労使対等の協約であっても組合員がそれを知らずにいれば、協
約に反する職場実態に陥りかねない。
　組合員一人ひとりが「労働協約」に関心を持つことが重要である。

 ２０２2年度総合労働協約改訂交渉妥結!! ２０２2年度総合労働協約改訂交渉妥結!! ２０２2年度総合労働協約改訂交渉妥結!! ２０２2年度総合労働協約改訂交渉妥結!!
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コラム

総合労働協約
　　改訂交渉とは

短
日
数
勤
務
制
度
の
延
長

（
2
0
2
2
年
10
月
１
日
か
ら
適
用
）

「
不
妊
治
療
支
援
休
職
」の
新
設

（
2
0
2
2
年
10
月
１
日
か
ら
適
用
）

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
拡
大

（
2
0
2
2
年
10
月
１
日
か
ら
適
用
）

育
児
休
職
の
分
割
取
得

（
2
0
2
2
年
10
月
１
日
か
ら
適
用
）

産
後
パ
ー
ト
ナ
ー
休
暇
の
新
設

（
2
0
2
2
年
10
月
１
日
か
ら
適
用
）

契
約
社
員
の

職
務
乗
車
証
の
交
付

（
2
0
2
2
年
10
月
１
日
か
ら
適
用
）

育
児
休
職（
小
学
校
）の

取
得
者
の
拡
大

（
2
0
2
2
年
10
月
１
日
か
ら
適
用
）

昇
職
試
験
及
び
進
級
試
験
の

受
験
者
の
見
直
し

（
2
0
2
2
年
度
に

実
施
す
る
試
験
か
ら
適
用
）

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・バ
ラ
ン
ス
向
上
に
つ
な
が
る
制
度
の
拡
充
を
勝
ち
取
る
‼

梶
原
英
樹
議
員
の
訴
え
で
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

公
共
交
通
産
業
の
支
援
に
関
す
る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
る


